


川崎病による冠動脈拡大性病変の、狭窄性病変への進展を確実に予防する方法は無く、ま

た拡大性病変自体による冠循環動態の変動についても、不明な点が多い。この冠動脈拡大

性病変の、狭窄性病変への進展様式及びその予防法、拡大性病変存在下の冠循環動態など

の研究のため、雑種成犬を用いて冠動脈への直接侵襲による瘤の作製を試みた。 


